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　量子情報のダイナミクスとディコヒーレンス制御：
量子通信や量子情報処理を担う量子系は外部環境と
の相互作用が不可避であり、外部環境によるディコ
ヒーレンスを制御することは量子情報だけでなく、
量子力学の基礎にとって重要である。本研究では非
マルコフ近似の量子マスター方程式を用いて離散変
数、及び連続変数量子情報のディコヒーレンスを調
べ、その制御方法を定式化した。従来の量子情報の
ディコヒーレンス制御は位相緩和が対象とするもの
であったが、位相緩和だけでなくエネルギー緩和を
伴うディコヒーレンスの制御も可能であることを示
した。

　Dynamics and decoherence control of quantum 
information: Quantum information processing is 
very important not only in quantum physics but also 
in information science. We have investigated the 
decoherence of quantum information by means of 
the quantum master equation method. Furthermore 
we have proposed the pulse-control method that can 
suppress the decoherence of quantum information.
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では、量子統計力学、及び物理学基礎研究を担当。
　博士後期課程では、量子情報の非平衡ダイナミクスの研究指導。

　量子情報の研究を通して、量子力学や統計力学の基礎に関する研究を進めていく。

　◆研究計画




